


































たモスクワの大商人ニコライ・リャブシンスキー（一八七七―一九五一）が一九〇七年にモスクワで主催した〈青薔薇〉展に出品している。また象徴主義新世代の「金羊毛」誌が主催した〈金羊毛〉展にも一九〇八―一四年に出品した。一九一〇年、Ａ・ベヌアが中心 なって組織し、 『芸術の世界』誌（一八九八―一九〇五）の名前を改め 名のった〈芸術の世界〉グループに加わり、 一一―六年、その展覧会に出品、一九一六年からその委員を務めている。　
サリヤンが初めてアルメニアを訪れたのは一九〇一年のことである
５。その後、彼は一九〇三年ま
で毎夏、アルメニアとザ・カフカスを訪れ、一九一四年と一九一五年に南カフカスを旅している。一九一六年、モスクワでの活動で違和感を感じ始めていたサリヤンは、グルジ のトビリシに移り住み、そこで結婚して、故郷のノーヴァヤ・ナヒチェヴァンに移った。一九一九年末、ノーヴァヤ・ナヒチェヴァンを革命軍が掌握する。一九二 年にサリャンはブフテマスのデザイン美術学科 ポストを打診され快諾するが、ノーヴァヤ・ナヒチェヴァンからモスクワまで行くことは難しく、就任を断念いる
６。一九二一年、アルメニアで最初の博物館・美術館である国立考古学民俗学造形美術博物館が設










風へ大きな変化が起こる。この画風の変化は、ゴ ガ とマチスの影響によるとされ、特にゴーガンの影響は定説と っている。という も、自らについて書かれたもののうち、もっとも正鵠を得 いると画家自身が認める 『アポロン』誌に掲載されたＭ・ヴォロシンの記事に、 「フランスの印象主義者たち、特にゴーガン」の影響 指摘されているからである
９。他方、サリヤンを研究する美術史家アガシ
ヤンは 一九〇〇年代後半にサリヤンにもっと 影響を与えたのはヴァン＝ゴッホである 指摘している
⓾。またアガシヤンの精緻な分析によると、ヴォロシンの指摘は一九一〇―一二年に制作された作品
























































開けている。中景のほぼ中央には、山頂部が円柱が並び立った神殿のように見える、変わった形の岩山がある。岩山の上部を占める垂直 切り立った崖は、前景の教会と呼応し、崖の上の尖った山頂は、後ろの山々の頂と呼応している。この岩山の後ろの低い山は木々 緑や畑が見える。中景では高い 々が重なり、アラガツ山の後ろの一番奥にアララト が白い姿で遥か空高く描かれてい 後 の空が ずかの面積しかないことで、アララト山をはじめとするアルメニアの山々山が、天を隠してしまうほど高いことが分かる。　
観者の視線は、構図の妙によって、前景の人家の踊りの輪から丘の上の教会へ、次に中景の岩山へ、





出すことができよう。他方自伝の中には、サリヤンが民族につい どのように理解していたかをより詳しく示 記述 ある。
　
人は、集団となって社会を形成し、個別的には能力や年齢や素行などにおいてばらばらである。




































いる（コンスタンチノーポリ（一九一〇） 、エジプト（一九一一） 、ペルシ （一九一三） ）
㉕。また日本
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㉚ 《ガゼル》 （一九〇八）では、 「生きた統一体」として自然を表現したと、このような自然観を、モスクワ時代にすでに画家は有していたと思われる





















図４ M.サリヤン、《アルメニア》(1923)、カンバスに油彩、138 x 103、エレバン、国立
アルメニア美術館 
 
203 
204 
